
解説

乳用牛群検定事業の規程などを定める乳用牛群検定全国協議会は、公益財団法人全国競馬・畜産振興会の助成
を受けて本年度より「効率的な乳用牛飼養管理システム開発事業」を実施しています。今回は、本事業により本
年 9月から提供されている次世代診断情報を紹介します。この情報は検定成績表と一緒に送付される情報で、繁
殖台帳Webシステムでも利用でき、北海道から沖縄まで全国で活用することができます。

1 　次世代診断情報とは？

牛群検定では、繁殖管理として人工授精について授
精年月日や交配種雄牛などをデータ管理し、様々な情
報を提供しています。そのうち、次世代診断情報は報
告のあった授精すべてが受胎し、雌子牛が生まれると
仮定した場合の情報提供を行うものです。本稿ではそ
の中でもとりわけ飼養管理に大きく影響する「飼養管
理注意情報」と「牛評」（図 1）を紹介します。
「飼養管理注意情報」は検定牛の父牛と、牛群検定
で報告された最新の人工授精報告による交配種雄牛の
遺伝評価成績を用いて、難産や死産となりやすい交配
に注意喚起するものです。また、あわせて生まれる子
牛が将来的に育成後に過肥または削痩となりやすい交
配にも注意喚起を行います。
「牛評」では、検定牛の能力を、実際の搾乳量と遺
伝能力の両面から見ることができ、効率的な後継牛生
産が行えるよう交配されているかをチェックすること
ができます。
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2 　飼養管理注意情報

（1） 難　産
農家の日々の牛群管理のうち、分娩については関心
が高いところです。とりわけ難産の場合は介助が大変
なのは当然ですし、産後も繁殖障害や低乳量などの悪
影響を及ぼすことが知られています。難産は乾乳期の
過肥などのように飼養管理に起因することが多く、ま
た最近では分娩時の介助が早過ぎると、逆に難産を起
こしやすいとも言われています。まずはこういった基
本技術を忠実に実行していることが肝要です。
現在の乳用種雄牛の遺伝評価には難産率が示されて

いるので、遺伝的な面から難産を推測することができ
ます。遺伝的な難産率には図 2に示したとおり産子難
産率と娘牛難産率があります。産子難産率は交配種雄
牛の遺伝的な難産率で、交配種雄牛の産子が生まれて
くる時の分娩難易を遺伝的な分析をしたものです。娘
牛難産率は検定牛（娘牛）の父牛の難産率で、検定牛
が分娩する時の分娩難易を遺伝的に分析したものです。

図 1 図 2

9  − LIAJ News No.150 −



したがって、遺伝的にみて難産の危険性が最も高ま
るのは、交配種雄牛の「産子難産率」と、検定牛の父
牛の「娘牛難産率」の両方が高い場合であることがお
解り頂けると思います。そこで、飼養管理注意情報と
しては、これらの産子難産率と娘牛難産率が平均値 7
％をともに越えたときに注意喚起を示す ｢＊マーク」 
（アスタリク）を表示しています。
もし、＊マークが表示されたときは、該当の人工授

精が不受胎であれば次回は安産傾向の種雄牛を選定す
るといいでしょう。受胎したときは、過肥とならない
ように飼養管理し、特に乾乳期の栄養に注意を払う等
の飼養管理が必要となります。

（2） 死　産
飼養管理注意情報としての考え方は、前述の「難
産」と同様です。遺伝的にみて死産の危険性が最も高
まるのは、交配種雄牛の産子死産率と、検定牛（娘
牛）の父牛の娘牛死産率の両方が高い場合となりま
す。飼養管理注意情報では、これらの産子死産率と娘
牛死産率が平均値 6％をともに越えたときに注意喚起
を示す＊マークを表示しています。
もし、＊マークが表示されたときは、該当の人工授

精が不受胎であれば次回は死産傾向とならない種雄牛
を選定すると良いでしょう。受胎したときは、獣医師
に相談し、妊娠の経過観察をしっかりと行います。
ところで、「死産」は遺伝的なもの以外にも様々な
疾患が知られています。牛群検定成績表には、各検定
牛の直近での流産死産が分かるようになっています。
もし、あまりに流産死産となる検定牛が多いときは、
アカバネ病やネオスポラ症などの疾患も考えられます
ので、獣医師に相談して下さい。

 （3） 難産と死産に係る補足
遺伝情報としての難産や死産も元を正せば、牛群検
定データです。特に難産は、農家自身が分娩難易とし
て報告したものです。図 3に牛群検定での報告の目安
をお示ししましたので、正確なご報告をお願いいたし
ます。また、遺伝評価での難産は、分娩難易 3（ 2
～ 3人を必要とした助産）以上としています。獣医
学でいうところの難産とは異なります。
死産については、牛群検定では泌乳能力検定を優先
させるため、経産牛での胎児死亡は妊娠期間180日以
上を死産、180日未満を流産としています。また、未
経産牛での胎児死亡については、妊娠期間を問わずに
泌乳開始したものを死産、泌乳開始しなければ流産と

しています。なお、今回紹介した遺伝的な死産率には
流産は含まれていません。

（4） BCS（ボディコンディションスコア）
図 4に示したとおり、種雄牛のBCS遺伝評価により
表示します。牛群検定で報告された最新の人工授精報
告による交配種雄牛と検定牛の父牛のBCS遺伝評価が
ともにSBVで+1.0以上の時は、生まれてくる子牛が将
来的に育成後過肥傾向となる可能性が高いので飼養管
理注意情報に「＋マーク」（プラス）が表示されます。
逆に、BCS遺伝評価がともにSBVで-1.0以下の時は、「－
マーク」（マイナス）が表示されます。BCSは飼養管理
上極めて重要です。特に過肥は様々な周産期病の原因
になることが知られていますので、「＋マーク」の交配
は回避することが肝要です。しかし、受胎した場合
は、産子が育成期間中から過肥にならないように細心
の飼養管理を心がけて下さい。また、「－マーク」の場
合は、逆に発育不良になりやすいのでこれも喰い負け
のチェックなど飼養管理上の注意が必要です。
なお、この飼養管理注意情報でのBCSは、体型審査
時に審査員が判定したBCSを用いた遺伝情報です。検
定立会の際に検定員が判定し検定成績表に表示される
BCSではありません。

図 3
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3 　牛　評

ここまで、生まれてくる子牛に対して、難産や死産
となりやすいかどうか、肥りやすい体質か、痩せやす
い体質かといったことをチェックし活用する方法を紹
介してきました。
次に「牛評」の活用を紹介します。これは検定牛の
選択的利用が正しく行われているかどうかをみるもの
です。検定牛の選択的利用とは遺伝能力の高い検定牛
からは後継牛を生産し、遺伝能力の低い検定牛は交雑
種生産やレシピアント（受卵牛）等に活用するという
ものです。

（1） 牛評の見方
図 1に示したとおり牛評は、「乳量」と「遺伝評
価」の 2つからなります。
ここでいう「乳量」とは、実際に搾った乳量の補正
乳量を指しています。産次の違いや季節、搾乳日数の
違いを同じ土俵に換算したものです。これを標準偏差
により図 5のような10段階評価したものです。簡単に
言うと、乳量の牛評が高い牛は、実際の現場でよく搾
れている牛と言うことになります。
また、ここでいう「遺伝評価」とは、検定牛の遺伝
評価である牛群改良情報から、泌乳能力を示す産乳成
分を、同様に図 5のように10段階評価したものです。
簡単に言うと、遺伝評価の牛評が高い牛は、泌乳能力
の遺伝評価が高い牛と言うことになります。

この 2つの牛評は強い相関があり、多くの場合は実
際の乳量の高い牛は遺伝能力も高いという結果になり
ます。

（2） 牛評の活用
しかし、農家に実際に飼養されている検定牛たち 1
頭 1頭をチェックすれば、図 1に示した154号、172
号、180号のように 2つの牛評が大きく離れているも
のがあります。
 <パターン 1 >牛評の乳量が高く､ 遺伝評価が低い
これは、遺伝能力は低いものの農家の飼養環境が該
当牛に良くマッチしており、遺伝の力以上のものを引
き出しているといえます。図 1の例では、154号は乳
量の牛評が 8ですから、かなり搾れている牛です。し
かし遺伝評価はとても低く 3しかありません。こうい
った牛は、本来、後継牛生産には向きません。人工授
精は、交雑種生産やレシピアントとして活用するのが
良いとされています。実際の乳量が良く出ているの
で、種雄牛の選定を誤りやすい例で、図 1でも54号に
ホルスタイン精液を交配しています。本来であれば、
交雑種生産で十分と考えられます。　　　
 <パターン 2 >牛評の乳量が低く､ 遺伝評価が高い
これは、遺伝能力が高いのに、実際の乳量が搾れて
いない場合に相当します。遺伝の力を引き出せていな
いともいうことができます。育成時代の発育が悪い場
合や疾病歴がある場合によく見られます。図 1の例で
は、172号が相当します。172号は実際の乳量は搾れて
いません。しかし、遺伝能力は 8であることから、本
来後継牛を生産すべきものと考えられます。図 1では
交雑種生産を行っており、遺伝資源としてもったいな
いものと思われます。
このように牛評を活用すれば、交配種雄牛の効率的
な選択的利用が可能となります。
以上、スペースの関係で今回はここまでとします。
交配種雄牛情報や近交係数、PAについては次回解説
します。
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